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歩行者の死亡事故の多くは、横断歩道外の横断中に発生しており、乱横断による事故が多いことが想定

される。乱横断の対策としては、中央分離帯の設置が有効である。しかしながら、設置の指針となる基準

等はなく、その必要性、設置方法、設置による影響等が現場に任されている 状況となっている。 
このような中、本調査では、中央分離帯など交通安全施設の設置および撤去の指針に関する基礎検討の

一環として、実施したものである。 
本調査では、沿道環境や道路状況が異なる2箇所を対象として、乱横断の実態把握を目的とした歩行者

動線等のビデオ調査を実施した。この結果を基に乱横断者の属性、発生位置、経路などを整理し、箇所に

よる違いを考察した。結果として、乱横断の実態および地域により特性が異なることを確認した。 
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1. はじめに 

 
歩行者の死亡事故は減少傾向であるものの、自動車乗

車中死者数の減少割合より歩行中死者数の減少割合が少

なく、近年の歩行中死者数は自動車乗車中より多い。平

成23年における歩行中死者数のうち約3割は横断違反で

あり、これはほとんどが乱横断によるものと考えられる。 
乱横断の対策としては、本来の中央分離帯の基準に満

たない構造物だが一定の高さの横断抑止策を中央部に設

置することが有効と考えられている。 
しかしながら、設置の指針となる基準等はなく、その

必要性、設置方法、設置による影響等が現場に任されて

いる 状況となっている。 
本調査は、中央分離帯など交通安全施設の設置および

撤去の指針に関する基礎検討の一環として，大都市にお

ける特徴として昼夜を問わず歩行者交通の多い特徴に着

目し，歩行中事故の形態の一つの特徴である乱横断に着

目し，その実態調査を実施したものである。 
本調査では、沿道環境や道路状況が異なる2箇所を対

象として、歩行者動線等に関するビデオ調査を実施した。 
本稿では、調査結果から把握した乱横断の実態につい

て報告する。 

2. 実態調査の概要 

 
(1) 調査対象区間 

沿道環境や道路状況が異なる路線の乱横断の発生状況

を把握するため、調査対象区間は地域特性が異なる2区
間とした。区間の概要は、表-1に示す。 
 
(2) 実態調査方法 

対象区間を俯瞰できる高所にビデオカメラを設置し、

横断歩行者の行動およびその時の道路交通状況を観測し

た。ビデオカメラの設置状況および画角は図-1に示す。 
また、ビデオカメラで観測できない範囲については、

現地で調査員が可能な限り目視により確認した。 
 
(3) 調査内容 

以下の項目について、調査を実施した。 
①乱横断の状況（乱横断者数、位置、経路） 
②断面交通量（歩行者，自転車，自動車） 
③信号現示 
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表-1 区間の概要 

 沿道環境 道路状況 

区間① 比較的下町の住宅街 往復4車線幹線道路 
区間② 比較的業務地区 往復6車線幹線道路 

 
【区間①】 

・ビデオカメラは沿線マンション屋上に2台設置 

・調査員は3名配置 

マンション

マンション

マンション

マンション

児童遊園
マンション

スーパー

スーパー

マンション

コンビニエンスストア

マ
ン
シ
ョ
ン

ド
ラ
ック

ス
ト
ア

マンション

マンション

マンション

マンション

児童遊園
マンション

スーパー

スーパー

マンション

コンビニエンスストア

マ
ン
シ
ョ
ン

ド
ラ
ック

ス
ト
ア
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【区間②】 

・ビデオカメラは横断歩道橋に4台、歩道上に2台 計6台設置 

・調査員は3名配置 

・  
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図-1 ビデオカメラの設置位置および画角 

 
 
 
 

3. 調査結果 

 

(1) 区間①（比較的下町の住宅街の中を通る往復4車線

幹線道路） 

a)道路交通概況 

当該区間は、比較的下町の住宅街の中を通る往復4車
線の幹線道路である。 
分析対象は、信号交差点を4箇所含む約400mとした。

また、区間内には、信号の設置されていない細街路が7
路線接続している。 
沿道状況については、マンションなどの集合住宅とス

ーパーマーケットやコンビニエンスストアなどの商業施

設が混在している。また、当該区間南側には鉄道駅が立

地している。 
調査当日の交通状況については、昼間12時間（7:00～

19:00）の断面交通量が自動車25,904台/12時間、自転車

2,752台/12時間、歩行者1,163人/12時間、大型車混入率は

16.1%であった。 
b)乱横断の発生状況 

7時から22時までの15時間に発生した乱横断は、1,313
件であった。このうち歩行者は689人、自転車は603人、

不明は21人であった。 
外見からの推定であるが、60歳以上の高齢者が3割程

度であり、後述する区間②と比べて多い（図-2）。また、

乱横断の発生時間帯については、7時台と17時台にピー

クがあるもののピーク率は後述する区間②と比べて低い

（図-3）。これは、沿道状況が比較的下町の住宅街であ

るため、一日を通して歩行者が存在しているためと考え

られる。 
乱横断の発生位置を図-4に示す。発生位置としては、

細街路から細街路への横断が多い。 
スーパーマーケット前の信号交差点においては、細街

路とスーパーマーケットを直線的に横断する乱横断が発

生している（図-5）。これは、横断歩道の取り付け位置

が離れているためと考えられる。 
また、自転車については、車道への切り下げ部を起終

点とする横断が、歩行者と比べて多い。 
 

■歩行者（n=689）      ■自転車（n=603） 
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445, 65%

204 , 30%
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10代 20～50代 60代以上 不明

33, 5%

351, 59%

210, 35%

9, 1%

10代 20～50代 60代以上 不明  
図-2 年代別歩行者自転車別乱横断者数（1/2） 

調査員a 調査員b 調査員c 

調査対象範囲（約400m） 

 ａ ｂ 

凡例     ：カメラ撮影範囲／   ：調査員 

調査員d 
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h 

横断歩道橋

調査対象範囲（約500m） 
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図-2 年代別歩行者自転車別乱横断者数（2/2） 
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図-3 時間帯別乱横断者数 

 

 
図-4 乱横断の発生位置 

 

図-5 スーパーマーケット前での乱横断発生状況 

c)乱横断者の経路 

時間帯別の横断経路を図-6に示す。これは、朝、昼、

夕の各15分間を対象として、乱横断者がビデオカメラ画

角内に存在している時間の移動経路を記録したものであ

る。 
各時間帯ともに路線に対して直角方向に横断している

場合が多い。このため、横断距離は比較的短い。 
朝においては、細街路から細街路への横断が多い。方

向としては、駅方面へ向かう横断が多く、通勤者である

と考えられる。 
昼においては、スーパーマーケットへ向かう横断者が

多い。 
夕においては、朝と夕の傾向が混在した状況となって

いる。ただし、細街路から細街路への横断については、

横断者の多い方向が朝と逆になっている。これは、通勤

などの駅から住宅街へ向かう利用者であると考えられる。 
また、横断するタイミングについては、上流側の車線

の信号が赤になった場合が多い（表-2）。 

 
図-6 時間帯別乱横断者の横断経路 

d)乱横断に関わるヒヤリハットの発生状況 

c)で対象とした朝、昼、夕の各15分間を対象として、

ヒヤリハット事象の発生状況を目視により確認した。こ

こで、ヒヤリハット事象は、横断者と車両の交錯の危険

性があったものとした。 
ヒヤリハット事象は、乱横断224件中4件確認できた。

3件は、乱横断者が単独走行の車両または車群先頭車と

近接している。これらは、比較的速度が速い車両である。

なお、残り1件は、車道を走行する自転車と近接してい

る。 
また、乱横断発生時の信号現示を表-2に示す。これは、

乱横断者に近い側の車線上流側の信号現示を記録したも

のである。乱横断224件中221件において、上流側の信号

が赤になった時点での横断であり、乱横断のほとんどは

スーパーマーケット 

細街路 

乱横断する高齢者 

歩行者+自転車 

歩行者 

自転車 

朝：7:30～7:45

昼：15:30～15:45 

夕：17:15～17:30

スーパーマーケット 

スーパーマーケット

乱横断者数 ピーク率 
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上流からの車の流れがない状態であった。また、横断し

ている場所の状況も信号で停車している車両の前等を横

断しており危険な状況はあまりなかった。 

 
図-7 ヒヤリハット事象（一例） 

表-2 乱横断時の信号現示 
 
横断中の信号表示 15分計/人・台

時間帯 赤 赤青 青 青黄赤 黄赤 右矢赤 総計
朝 74 1 75
昼 71 71
夕 76 2 78

総計 221 3 0 0 0 0 224  
 
 (2) 区間②（比較的業務地区の中を通る往復6車線幹

線道路） 

a)道路交通概況 
当該区間は、比較的業務地区の中を通る往復6車線幹

線道路である。 
分析対象は、信号交差点を4箇所含む約500mとした。

区間内には、信号の設置されていない細街路が14路線接

続している。また、対象区間中央付近に横断歩道橋が設

置されている。 
沿道状況については、企業が入居するビルを中心にコ

ンビニエンスストアや飲食店などの商業施設が混在して

いる。 
調査当日の交通状況については、昼間12時間（7:00～

19:00）の断面交通量が自動車31,483台/12時間、自転車

2,520台/12時間、歩行者3,485人/12時間、大型車混入率は

11.7%であった。 
b)乱横断の発生状況 

7時から22時までの15時間に発生した乱横断は、772件
であった。 
このうち歩行者は381人、自転車は391人であった。 
外見からの推定であるが、20～50歳代が約9割を占め

ている。一方、60歳代以上の高齢者は4%であり、区間

①と比べて少ない（図-8）。また、乱横断の発生時間帯

をみると8時台、12時台、19時台が多い（図-9）。これ

らは、沿道状況が比較的業務地区であるため、通勤時お

よび休憩時間に乱横断が発生しているものと考えられる。 
乱横断の発生位置を図-10に示す。発生位置としては、

沿道の店舗への横断が多い。 
歩行者については、路上に駐車し、反対側の店舗へ横

断するものも見られた。自転車については、対象区間西

側の大規模交差点を横断しているものが多い。 
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図-8 年代別歩行者自転車別乱横断者数 
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図-9 時間帯別乱横断者数 

 

 
図-10 乱横断の発生位置 

c)乱横断者の経路 

時間帯別の横断経路を図-11に示す。これは、朝、昼、

夕の各15分間を対象として、乱横断者がビデオカメラ画

角内に存在している時間の移動経路を記録したものであ

る。 
朝の時間帯が最も多い。各時間帯ともに路線に対して

斜めに横断している場合が多い。このため、横断距離は

比較的長い。 

乱横断者と車両が接近 

歩行者+自転車

歩行者 

自転車 

乱横断者数

ピーク率 
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朝においては、食違交差点において、細街路から細街

路への横断が多い。 
昼においては、細街路へ向かう横断者が多い。 
夕においては、朝と夕の傾向が混在した状況となって

いる。ただし、食い違い交交差点における横断について

は、横断者の多い方向が朝と逆になっている。 

 

図-11 時間帯別乱横断者の横断経路 
d)乱横断に関わるヒヤリハットの発生状況 

c)で対象とした朝、昼、夕の各15分間を対象として、

ヒヤリハット事象の発生状況を目視により確認した。ヒ

ヤリハット事象は、乱横断65件中14件確認できた。 
車間を縫って横断する歩行者や路線中央のゼブラ内に

立ち止まりタイミングを見計らって乱横断している

（図-12）。 
また、横断するタイミングについては、約8割は上流

側の車線の信号現示が赤になった場合に横断している

（表-3）。信号現示に関係なく横断している場合が、区

間①と比べて多い。 

 
図-12 ヒヤリハット事象（一例） 
表-3 乱横断発生時の信号現示 

 横断中の信号表示 15分計/人・台
時間帯 赤 赤青 青 青黄赤 黄赤 右矢赤 総計

朝 25 2 1 1 1 30
昼 20 1 1 22
夕 8 2 3 13

総計 53 3 2 1 2 4 65  
 

4. おわりに 

 
本稿では、沿道環境や道路状況が異なる2箇所を対象

として、ビデオ調査を実施し、乱横断の実態を把握した。 
調査の結果、乱横断者の属性、発生位置、経路を把握

ることができた。 
結果として、2区間のうち、区間①においては乱横断

は多いが危険な状況（ヒヤリハット）は2%程度と少な

く、比較的安全な横断が多かった。一方、区間②におけ

る危険な状況の比率は、20%程度と区間①よりも高かっ

た。 
区間①では、ある程度渡りやすい状況で危険性が少な

いこと、横断が直角で横断箇所も集中度が高い等の特徴

があった。 
しかし、区間①は高齢者の乱横断が多いこともあり、

危険な状況は頻度としては少ないが横断者の危険回避行

動から考えると事故に至る危険性が高い可能性がある。

この点も含めて、横断位置の集約や横断できるタイミン

グを工夫する等の方策の可能性について検討し、今後の

施策や中央分離帯の設置の考え方を検討していきたいと

考えている。 
区間②では、危険性を伴う乱横断の比率も比較的高く、

横断も斜め横断で距離の長いものが多い状況にあった。

危険な状況であっても乱横断をしている行動について、

横断歩道へ迂回することをせず危険を冒しても乱横断す

ることの判断のメカニズム、意識構造と道路環境の関係、

中央分離帯等で横断できなくなった際の不利益の度合い

や沿道歩行者への影響等について分析を進めていきたい

と考えている。 
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